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１ 趣旨・目的
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第六次新居浜市長期総合計画は、令和3年度を初年
度とし、目標年を令和12年度とする本市の最上位計画。

計画期間が10年と長期にわたることから、計画中間年
（今年度）において、計画の見直し（後期計画の策定）
を行うこととしている。

見直しにあたっては、「計画策定後の社会情勢の変化」や
「新たに生じた本市の課題」、「様々な行政分野における最
新の取組方針」等を踏まえ、現状に即した実効性のある計
画とすることを目的とする。



２ 現行計画と見直し後の計画の違い
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現行の長期総合計画 見直し後の長期総合計画

●計画期間 10年間
（R3年度～R12年度）

●計画期間 ５年間
（R8年度～R12年度）

●計画の構成
・第１部 総論
・第２部 基本構想
・第３部 基本計画
・巻末資料

●計画の構成
・ 総論
・第１部 基本構想
・第２部 基本計画
・巻末資料

●備考
・冊子・概要版を作成

●備考
・冊子・概要版は作成しない

●計画名
第六次新居浜市長期総合計画

●計画名
第六次新居浜市長期総合計画
（後期計画）

必要なデータ等は
巻末資料に明記



３ 基本構想と基本計画
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見直しの対象
計画42～67ページ

見直しの対象
計画70～189ページ

議会の議決が必要
（新居浜市議会の
議決事件に関する
条例第２条）
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４ 基本構想部分 （目標人口、１０年後のまちの姿など）
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５ 基本計画部分（現況と課題、成果指標、取組方針など）



６ 見直しにあたってのポイント
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●「幅広い世代の意見」を計画に反映

●「令和3～７年度の決定事項、変更事項」を計画に反映

●「「新居浜市総合戦略」「新居浜市シティブランド戦略」など、他の
重要計画との整合・包含」を検討し、計画に反映

●「急激な人口減少スピードを踏まえた最新の目標・方針」を検討し、
計画に反映

●「市長公約」を計画に反映



７ 見直し体制
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市議会

会派説明・議案上程

審議会（有識者会議）

策定委員会（庁議）

策定委員会（専門部会）

関係会議

市民アンケート

タウンミーティング（市内全校区）

市民の声

市政モニターアンケート

プチモ二アンケート

市役所内部

外部

パブリックコメント

高校生みらい会議



4月 ５月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

〇担当課
〇事務局

〇審議会
〇市議会

専門部会

検討
シート
作成

4/24～5/19

4/24
（第2回庁議）

5/30
（第3回庁議）

●策定委員会設置
（専門部会へ依頼）

5/30～6/6
●部会長が推進員
（委員）を指名

6/6～6/30
●検討シートの
加筆・修正

7/4
（第4回庁議）

●策定委員会
進捗状況報告
（協議）

８月下旬
（第5回庁議）

●策定委員会
進捗状況報告
（協議）

済

済

10月
（第6回庁議）

●策定委員会
進捗状況報告
（協議）

11月
（第7回庁議）

●策定委員会
進捗状況報告
（協議）

1２月
（第８回庁議）

●策定委員会
進捗状況報告
（協議）

２月
（第9回庁議）

●策定委員会
進捗状況報告
（協議）

3月
（第10回庁議）

●策定委員会
進捗状況報告
（協議）

第１回
会議見直しのポイント説明、
検討シート意見聴取

8月～９月
●基本計画

（案）の修正

10月
●基本計画

（案）の修正

第2回会議
見直し案①
についての意見聴取

第3回会議
見直し案②
についての意見聴取

第4回会議
最終案（答申案）
決定

11月
●基本計画

（案）の修正

策定委員会
（庁議）

８ スケジュール・審議会の日程について

庁

内

有
識
者

各種アンケート調査実施・意見集約・整理

基本構想部分・基本計画部分・
巻末資料部分修正案作成

審議会での意見集約・整理

8/5（火）13:30～ 10/1（水）18:30～ 11/7（金）18:30～ 1/23（金）18:30～

済

済

済

必要に応じて
内容確認

加筆修正依頼

9・12月議会会派説明11/20頃 ・パブコメ ・2月議会議長協議2月上旬

済

済



長期総合計画において、基本構想部分で１６項目、基本計画部分で１２８項目の成果指標を設定している。
中間見直しにあたり、現状（中間年）での達成状況を整理（◎、〇、△、×）し、、次のように対応したい。

例：「成果指標 ○○の利用者数」
①1,000人 → 今回達成状況を確認 → ③2,000人

② 800人の場合 ⇒ ×評価（達成は困難）
②1,200人の場合 ⇒ △評価（達成に向け微妙な水準）
②1,500人の場合 ⇒ 〇評価（達成に向け順調に推移）
②2,200人の場合 ⇒ ◎評価（すでに目標値を達成）

×評価の成果指標 ⇒ ・取組内容を見直す
・必要に応じて最終年度の目標値の下方修正等を検討する。
その場合、同基本計画の追加（代替）指標を設定する。

△評価の成果指標 ⇒ ・必要に応じて、取組内容の見直しを行う。
〇評価の成果指標 目標値の変更は行わず、最終年度の目標達成を目指す。

◎評価の成果指標 ⇒ ・目標値の上方修正を検討する。

対応案

①計画策定時
（令和元・2年度）

③最終年度
（令和12年度）

②中間見直し
（令和7年度）

９ 成果指標と目標値について
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長期総合計画において、基本構想部分で７項目、基本計画部分で５項目、市が毎年実施している「市民意向
調査」における各行政分野に対する市民満足度を目標値にしている。
中間年での実績を踏まえ、目標値の見直しを検討したい。

■市民意向調査
・毎年実施。無作為で市民1,500人を抽出。
・アンケートの中で、各行政分野についての満足度を5段階で聞き取り。
（①満足、②やや満足、③どちらともいえない、④やや不満、⑤不満）

・①、②と回答した人の割合を「○○に関する市民満足度」として計測。

例：行政相談、窓口対応などの
行政サービスの充実に関する市民満足度

①満足 2.6%
②やや満足 17.8%
③どちらともいえない 60.3%
④やや不満 10.5％
⑤不満 8.8%

計 100％

① ② ③ ④ ⑤

①＋②を
満足度と計測
2.6%＋17.8％＝
計画策定時 20.4%

③どちらともいえないと回答した人のうち、
半分が②やや満足に移行した場合の①＋②を目標値として設定
20.4%＋（60.3％×1/2）＝目標値50.6％

意欲的な目標水準を設定したが、大半の市民満足度は目標値を大幅に下回る数値
（計画策定時から微増）にとどまっている。この状況を踏まえ、中間見直しにおいて、
目標値（水準）の見直しを検討したい。

１０ 成果指標（市民満足度）の目標設定について

対応案

（中間値：令和6年度実績25.2%）
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